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「設置が当たり前」
   の文化構築へ

　ガス漏えいによる消費段階での着火・爆発事故などを防ぐには、家庭用、
業務用ガス警報器の設置が欠かせない。そこで本特集では、ガス警報器の
普及率アップに取り組む山形ガスの活動事例と、ガス警報器工業会の高橋
良典会長へのインタビュー、最近のガス警報器の出荷・製品開発動向を紹
介する。

　

山
形
ガ
ス
の
ガ
ス
警
報
器

の
普
及
率
は
２
０
２
０
年
３

月
末
現
在
６７
・
３
％
と
都
市

ガ
ス
業
界
の
平
均
４０
％
よ
り

も
か
な
り
高
い
。
あ
ら
ゆ
る

業
務
機
会
を
通
じ
て
、
既
存

の
警
報
器
の
更
新
や
、
新
規

設
置
の
提
案
を
進
め
て
い

る
。
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
向
け

に
は
管
理
会
社
な
ど
に
ガ
ス

警
報
器
の
有
効
性
を
説
明
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
地
道
な

取
り
組
み
が
、
高
い
普
及
率

に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う

だ
。
今
後
は
２３
年
末
に
普
及

率
７０
％
（
取
り
付
け
台
数
１

万
３
０
０
０
台
）
を
見
込
む
。

　

同
社
の
家
庭
用
営
業
担
当

者
は
１２
人
。
日
常
業
務
の
中

で
、
需
要
家
に
ガ
ス
機
器
の

使
い
勝
手
な
ど
を
聞
い
て
回

る
巡
回
営
業
や
定
期
保
安
巡

回
、
開
栓
・
閉
栓
な
ど
に
携

わ
っ
て
い
る
。
ガ
ス
警
報
器

を
勧
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、

主
に
定
期
保
安
巡
回
、
開
栓

時
が
多
い
。

　

需
要
家
に
機
能
を
説
明

　

ガ
ス
警
報
器
は
、
ガ
ス
漏

ガ
ス
７
割
、Ｌ
Ｐ
ガ
ス
３
割
）

が
使
用
期
限
を
迎
え
る
。
こ

の
需
要
家
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

し
、
期
限
切
れ
前
に
更
新
案

内
の
往
復
は
が
き
を
送
り
、

交
換
作
業
の
希
望
日
を
連
絡

し
て
も
ら
う
。
返
信
の
連
絡

が
な
い
場
合
は
、
直
接
需
要

家
を
訪
問
し
、
改
め
て
ガ
ス

警
報
器
の
有
効
性
を
説
明
す

る
。

　

ガ
ス
警
報
器
の
有
効
性
を

す
ぐ
に
は
理
解
し
て
も
ら
え

な
い
需
要
家
も
あ
る
。
そ
の

際
に
、
営
業
担
当
者
が
需
要

家
に
行
う
説
明
で
納
得
し
て

も
ら
い
や
す
い
の
が
「
風
邪

な
ど
で
鼻
が
詰
ま
っ
た
時
で

も
、
ガ
ス
の
漏
え
い
に
気
づ

く
こ
と
が
で
き
、
安
全
性
が

高
ま
る
」
と
い
う
も
の
だ
。

さ
ら
に
ガ
ス
漏
れ
＋
Ｃ
Ｏ
検

知
の
２
セ
ン
サ
ー
タ
イ
プ
の

有
効
性
を
説
明
す
る
こ
と
も

多
い
。
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
な

ど
の
連
続
使
用
で
、
換
気
が

不
足
し
て
い
る
場
合
に
も
警

報
す
る
機
能
な
ど
が
あ
る
と

説
明
す
る
。
ま
た
、屋
外
（
隣

家
や
階
下
）
か
ら
の
ガ
ス
流

入
が
あ
っ
た
際
に
も
警
報
で

知
ら
せ
て
く
れ
る
、
と
い
っ

た
話
は
需
要
家
に
理
解
さ
れ

や
す
い
と
い
う
。

　

過
去
に
は
、
ガ
ス
警
報
器

が
重
大
事
故
を
未
然
に
防
い

だ
事
例
も
あ
る
。
数
年
前
に
、

山
形
ガ
ス
の
ガ
ス
需
要
家
の

台
所
で
、
ヒ
ュ
ー
ズ
ガ
ス
栓

の
ゴ
ム
ホ
ー
ス
と
の
接
続
部

分
が
経
年
劣
化
し
て
い
た
た

め
、
微
量
の
ガ
ス
が
漏
え
い

し
、
警
報
が
鳴
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
ガ
ス
警
報
器
が
ガ

ス
漏
え
い
を
確
実
に
検
知
し

重
大
事
故
を
防
い
だ
。

　

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
場
合

は
、
各
戸
に
警
報
器
を
Ｐ
Ｒ

す
る
よ
り
も
、
管
理
会
社
や

組
合
の
理
事
長
な
ど
、
建
物

全
体
の
ま
と
め
役
に
話
を
し

て
い
る
。
ガ
ス
警
報
器
の
更

新
を
迎
え
る
１
年
前
に
提
案

し
見
積
も
り
を
提
出
す
る
。

ガ
ス
警
報
器
の
機
能
や
役
に

立
っ
た
事
例
な
ど
を
説
明

し
、
理
事
会
や
総
会
で
議
題

に
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

広
報
誌
を
使
っ
た
Ｐ
Ｒ
も

行
っ
て
い
る
。
同
社
は
広
報

誌
「
山
形
ガ
ス
だ
よ
り
」
を

年
５
回
発
行
し
て
お
り
、
同

誌
で
需
要
家
向
け
に
ガ
ス
警

報
器
（
２
セ
ン
サ
ー
・
３
セ

ン
サ
ー
タ
イ
プ
）、
単
体
の

火
災
警
報
器
、
消
火
器
な
ど

を
紹
介
し
て
い
る
。
２
セ
ン

サ
ー
タ
イ
プ
は
賃
貸
で
あ
れ

ば
月
々
２
２
０
円
（
税
込
み
）

だ
。

　

自
社
以
外
に
も
、
山
形
市

内
に
営
業
所
を
構
え
る
協
力

工
事
会
社
・
清
晃
仙
台
（
本

社
・
仙
台
市
）
に
、
ガ
ス
警

報
器
の
更
新
作
業
や
販
売
を

委
託
し
て
い
る
。
山
形
ガ
ス

は
清
晃
仙
台
に
年
間
約
５
０

０
０
件
の
定
期
保
安
巡
回
業

務
を
委
託
し
て
お
り
、
同
社

は
定
期
保
安
巡
回
や
開
栓
作

業
な
ど
で
回
る
需
要
家
が
ガ

ス
警
報
器
の
交
換
期
限
の
満

了
を
迎
え
た
り
、
期
限
が
切

れ
て
い
る
場
合
、
更
新
を
交

渉
し
、
設
置
作
業
を
行
っ
て

い
る
。

　

賃
貸
住
宅
は
比
較
的
期
限

切
れ
が
発
生
す
る
ケ
ー
ス
が

多
い
と
い
う
。
こ
の
た
め
、

賃
貸
住
宅
で
開
栓
作
業
を
行

う
際
、
期
限
切
れ
の
ガ
ス
警

報
器
が
あ
る
と
あ
ら
か
じ
め

分
か
る
場
合
は
、
ガ
ス
警
報

器
を
持
参
す
る
。
設
置
に
同

意
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
開
栓

作
業
後
に
す
ぐ
に
ガ
ス
警
報

器
を
設
置
す
る
。
ガ
ス
警
報

器
販
売
に
対
し
て
山
形
ガ
ス

か
ら
の
報
奨
制
度
が
あ
る
。

最
近
の
販
売
実
績
は
好
調
と

い
う
。

　

山
形
ガ
ス
は
、
協
力
工
事

会
社
と
の
連
携
に
よ
り
、
今

後
も
ガ
ス
警
報
器
の
普
及
率

の
さ
ら
な
る
向
上
を
図
っ
て

い
く
。
こ
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
、
需
要
家
の
保
安
向
上

と
と
も
に
、
接
点
強
化
と

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
進
め
る
。

れ
の
警
報
機
能
単
体
の
タ
イ

プ
の
ほ
か
、一
酸
化
炭
素（
Ｃ

Ｏ
）
の
漏
え
い
検
知
機
能
が

加
わ
っ
た
２
セ
ン
サ
ー
タ
イ

プ
、
火
災
警
報
機
能
が
追
加

さ
れ
た
３
セ
ン
サ
ー
タ
イ
プ

の
３
種
類
が
販
売
さ
れ
て
い

る
。
多
く
の
都
市
ガ
ス
事
業

者
で
は
、
２
セ
ン
サ
ー
タ
イ

プ
、
３
セ
ン
サ
ー
タ
イ
プ
の

販
売
比
率
が
高
ま
っ
て
い

る
。
山
形
ガ
ス
も
２
セ
ン

サ
ー
タ
イ
プ
が
全
体
の
約

８０
％
、
３
セ
ン
サ
ー
タ
イ
プ

が
全
体
の
約
１０
％
を
占
め

る
。

　

ガ
ス
警
報
器
の
使
用
期
限

は
５
年
間
だ
。
山
形
ガ
ス
管

内
の
設
置
台
数
（
２０
年
３
月

末
）は
１
万
２
７
３
５
台
で
、

年
間
約
２
０
０
０
台
（
都
市

地
道
な
提
案
継
続
で
成
果

山
形
ガ
ス
　
普
及
率
の
さ
ら
な
る
向
上
へ

「山形ガスだより」では
ガス警報器の製品案内も
掲載
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イ

プ
、
火
災
警
報
機
能
が
追
加

さ
れ
た
３
セ
ン
サ
ー
タ
イ
プ

の
３
種
類
が
販
売
さ
れ
て
い

る
。
多
く
の
都
市
ガ
ス
事
業

者
で
は
、
２
セ
ン
サ
ー
タ
イ

プ
、
３
セ
ン
サ
ー
タ
イ
プ
の

販
売
比
率
が
高
ま
っ
て
い

る
。
山
形
ガ
ス
も
２
セ
ン

サ
ー
タ
イ
プ
が
全
体
の
約

８０
％
、
３
セ
ン
サ
ー
タ
イ
プ

が
全
体
の
約
１０
％
を
占
め

る
。

　

ガ
ス
警
報
器
の
使
用
期
限

は
５
年
間
だ
。
山
形
ガ
ス
管

内
の
設
置
台
数
（
２０
年
３
月

末
）は
１
万
２
７
３
５
台
で
、

年
間
約
２
０
０
０
台
（
都
市

　

ガ
ス
警
報
器
の
２
０
１
９

年
度
の
検
定
台
数
（
出
荷
台

数
）
は
、Ｌ
Ｐ
ガ
ス
用
が
２

６
６
万
５
０
０
０
台
で
前
年

度
比
１
・
３
％
減
少
、
都
市

ガ
ス
用
が
１
９
９
万
４
０
０

０
万
台
で
１５
・
５
％
減
少
し

た
。

　

過
去
５
年
間
の
推
移
を
見

る
と
、Ｌ
Ｐ
ガ
ス
用
と
都
市

ガ
ス
用
と
で
は
対
照
的
な
動

き
に
な
っ
て
い
る
。Ｌ
Ｐ
ガ

ス
の
全
国
消
費
者
戸
数
は
５

年
間
で
１
４
３
万
戸
減
少
し

た
が
、
同
期
間
の
警
報
器
の

減
少
数
は
１６
万
１
０
０
０
台

に
と
ど
ま
っ
た
。Ｌ
Ｐ
ガ
ス

の
警
報
器
の
普
及
率
が
約

８０
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
計

算
上
は
１
１
４
万
台
程
度
の

減
少
が
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ

だ
が
、
実
際
の
減
少
数
は
そ

の
７
分
の
１
程
度
に
収
ま
っ

た
。Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
で
は
こ

れ
ま
で
も
、
県
単
位
で
ガ
ス

警
報
器
の
設
置
や
使
用
期
限

を
迎
え
る
警
報
器
の
交
換
を

促
す
た
め
の
設
置
・
交
換
運

動
「
リ
メ
イ
ク
運
動
」
を
展

開
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
が
成
果
を
上
げ
て
い

る
と
見
ら
れ
る
。

　

一
方
、
都
市
ガ
ス
用
は
、

全
国
の
家
庭
用
ガ
ス
メ
ー

タ
ー
調
定
数（
消
費
者
戸
数
）

が
５
年
間
で
１
２
６
万
戸
増

加
し
て
い
る
が
、
警
報
器
の

出
荷
数
は
逆
に
、
こ
の
間
約

１０
万
台
も
減
少
し
た
。
都
市

ガ
ス
用
が
減
少
し
て
い
る
要

因
と
し
て
は
、
関
東
圏
、
関

西
圏
で
の
新
規
ガ
ス
小
売
事

業
者
の
顧
客
獲
得
が
進
ん
だ

中
で
、
需
要
家
へ
の
警
報
器

の
周
知
活
動
を
す
る
機
会
が

少
な
く
な
り
、交
換
期
限（
５

年
）
時
の
フ
ォ
ロ
ー
や
未
設

置
先
へ
の
提
案
な
ど
、
需
要

家
へ
の
警
報
器
の
周
知
活
動

が
ま
だ
十
分
進
ん
で
い
な
い

　

Ａ
Ｃ
電
源
タ
イ
プ
は
有
効

期
限
が
５
年
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
さ
ら
に
両
社
は
電
池

式
で
も
５
年
の
有
効
期
限
を

実
現
で
き
る
製
品
の
開
発
を

進
め
て
い
る
。

　

東
京
ガ
ス
は
電
池
式
ガ

ス
・Ｃ
Ｏ
警
報
器
（
有
効
期

限
５
年
タ
イ
プ
）
の
共
同
評

価
試
験
を
警
報
器
メ
ー
カ
ー

と
と
も
に
実
施
し
て
い
る
。

「
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
し
た
加

速
試
験
や
フ
ィ
ー
ル
ド
試
験

な
ど
の
結
果
を
基
に
、
５
年

の
耐
久
性
に
関
す
る
総
合
評

価
を
今
年
９
月
に
実
施
す
る

予
定
」
と
し
て
い
る
。
評
価

結
果
に
問
題
が
な
け
れ
ば
、

２１
年
以
降
の
採
用
に
向
け
た

検
討
を
進
め
る
。

　

大
阪
ガ
ス
は
、「
電
池
式

の
５
年
タ
イ
プ
販
売
は
２０
年

度
中
に
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
る
」
と
し
て
い
る
。

ガ
ス
警
報
器
と
メ
ー
タ
ー
連

動
の
取
り
組
み

　

業
務
用
厨
房
で
の
ガ
ス
の

漏
え
い
着
火
・
爆
発
事
故
、

Ｃ
Ｏ
中
毒
事
故
を
防
止
す
る

た
め
、
都
市
ガ
ス
業
界
、Ｌ

Ｐ
ガ
ス
業
界
は
対
応
を
進
め

て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
全

国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会（
全
Ｌ
協
）

は
、
既
存
の
業
務
用
マ
イ
コ

ン
メ
ー
タ
ー
（
Ｓ
Ｂ
型
）
と

ガ
ス
警
報
器
を
連
動
さ
せ
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

メ
ー
タ
ー
と
ガ
ス
警
報
器
を

配
線
で
有
線
接
続
す
る
こ
と

で
、
厨
房
内
で
ガ
ス
漏
れ
が

発
生
し
て
警
報
し
た
場
合

に
、
連
動
し
た
屋
外
の
マ
イ

コ
ン
メ
ー
タ
ー
が
ガ
ス
を
遮

断
す
る
た
め
安
全
性
が
向
上

す
る
。
メ
ー
タ
ー
と
ガ
ス
警

報
器
は
有
線
接
続
が
難
し
い

場
合
、無
線
接
続
も
可
能
だ
。

　

全
Ｌ
協
は
、
１９
年
度
に
全

国
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者

向
け
に
、Ｓ
Ｂ
型
マ
イ
コ
ン

メ
ー
タ
ー
と
ガ
ス
警
報
器
を

ど
の
程
度
連
動
で
き
て
い
る

か
を
調
査
し
た
。そ
の
結
果
、

全
国
の
対
象
ガ
ス
警
報
器
の

約
４９
％
が
連
動
で
き
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
全
Ｌ
協

は
、
さ
ら
に
今
年
５
月
に
も

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
さ

ら
な
る
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
る
。
こ
の
結
果
を
踏
ま

え
、
各
都
道
府
県
の
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
協
会
を
通
じ
た
講
習
会
な

ど
に
よ
り
、
連
動
率
の
ア
ッ

プ
を
進
め
て
い
く
予
定
だ
。

と
み
ら
れ
て
い
る
。

電
池
式
５
年
タ
イ
プ
２０
年
度

中
発
売
も

　

こ
れ
ま
で
の
ガ
ス
警
報
器

は
、
コ
ン
セ
ン
ト
が
必
要
な

Ａ
Ｃ
電
源
タ
イ
プ
の
み
で
、

設
置
場
所
が
限
ら
れ
て
い

た
。
配
線
を
壁
に
取
り
付
け

る
た
め
、
美
観
上
の
課
題
も

指
摘
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
、

東
京
ガ
ス
、
大
阪
ガ
ス
は
そ

れ
ぞ
れ
、
ガ
ス
警
報
器
メ
ー

カ
ー
と
電
池
駆
動
式
の
共
同

開
発
を
進
め
て
き
た
。
２
０

１
５
年
４
月
に
は
電
池
駆
動

式
の
有
効
期
限
が
３
年
の
製

品
を
開
発
し
、
販
売
を
開
始

し
た
。

今年のポスターでも継続
して５年の交換期限を
ＰＲする

警
報
器
出
荷
台
数

都
市
ガ
ス
、Ｌ
Ｐ
と
も
に
減
少
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高
橋
良
典
会
長
に
聞
く

2020年（令和２年）5月 18日 掲載

　

―

都
市
ガ
ス
小
売
り
全
面

自
由
化
か
ら
３
年
が
経
過

し
、
ガ
ス
警
報
器
普
及
率
向

上
へ
の
取
り
組
み
を
ど
う
み

て
い
る
か
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
新
規
ガ
ス
小

売
事
業
者
が
参
入
し
、
少
な

か
ら
ず
都
市
ガ
ス
会
社
の
コ

ス
ト
意
識
が
変
わ
っ
て
き
て

い
る
点
は
感
じ
て
い
る
が
、

保
安
へ
の
取
り
組
み
に
関
す

る
部
分
に
緩
み
は
な
い
と
承

知
し
て
い
る
。

　

警
報
器
に
関
し
て
も
同
様

で
あ
る
が
、
都
市
ガ
ス
業
界

で
は
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
に

警
報
器
を
勧
め
る
機
会
が

減
っ
て
い
る
と
も
聞
い
て
い

る
。
都
市
ガ
ス
消
費
世
帯
数

が
増
加
し
て
い
る
中
で
都
市

ガ
ス
警
報
器
の
検
定
台
数
が

減
っ
て
い
る
点
に
ど
の
よ
う

な
相
関
が
あ
る
の
か
が
気
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
事
業

者
間
で
取
り
組
み
姿
勢
に
大

き
な
違
い
が
あ
る
。

　

ガ
ス
警
報
器
工
業
会
（
Ｇ

Ｋ
Ｋ
）
と
し
て
は
新
規
参
入

者
を
含
め
て
、
警
報
器
の
意

義
を
さ
ら
に
奏
功
事
例
集
等

で
Ｐ
Ｒ
し
て
、
普
及
率
向
上

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
図
っ
て

い
く
。

　

―

新
規
ガ
ス
小
売
事
業
者

（
電
力
会
社
な
ど
）
の
保
安

へ
の
取
り
組
み
、
ガ
ス
警
報

器
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
要

望
は
。

　

新
規
ガ
ス
小
売
事
業
者
に

は
、
ガ
ス
警
報
器
設
置
の
意

義
を
さ
ら
に
周
知
す
る
必
要

性
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
ガ
ス
小
売

り
自
由
化
は
、
主
に
供
給
者

側
か
ら
の
視
点
（
ま
ず
は
ス

イ
ッ
チ
す
る
こ
と
に
注
力
）

で
あ
っ
た
が
、
今
後
は
よ
り

消
費
者
側
か
ら
の
視
点
、
意

度
の
Ｐ
Ｒ
、普
及
活
動
方
針
、

取
り
組
み
内
容
は
。
火
災
警

報
、Ｃ
Ｏ
警
報
も
備
え
た
多

機
能
型
を
採
用
す
る
比
率
を

高
め
て
い
ま
す
。

　

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
で
定
着
し

て
い
る
「
ガ
ス
警
報
器
リ
メ

イ
ク
運
動
」
は
９
期
目
を
迎

え
た
。
今
期
も
こ
の
取
り
組

み
を
ベ
ー
ス
に
警
報
器
の
設

置
促
進
、
期
限
切
れ
警
報
器

の
撲
滅
に
努
め
る
。

　

ま
た
、
消
費
者
に
起
因
す

る
ガ
ス
事
故
は
相
変
わ
ら
ず

多
い
。
昨
年
か
ら
業
務
用

ユ
ー
ザ
ー
先
で
の
ガ
ス
警
報

器
と
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の
連
動

促
進
が
、
全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協

会
を
中
心
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界

で
は
広
ま
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
れ
ら
の
活
動
に
も
連

携
を
し
な
が
ら
注
力
し
た

い
。

　

都
市
ガ
ス
業
界
で
は
、
日

本
ガ
ス
協
会
と
日
本
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ガ
ス
協
会
が
主
催

す
る
「
ガ
ス
と
暮
ら
し
の
安

心
」
運
動
と
連
携
し
て
、
引

き
続
き
ガ
ス
警
報
器
の
設
置

促
進
を
図
る
。
特
に
小
売
り

全
面
自
由
化
か
ら
生
じ
て
い

る
課
題
に
つ
い
て
、
関
係
団

体
と
相
談
し
な
が
ら
工
業
会

と
し
て
、
何
を
す
れ
ば
い
い

の
か
把
握
し
、
活
動
を
し
て

い
き
た
い
。

―

各
都
市
ガ
ス
事
業
者
で

は
、
火
災
Ｃ
Ｏ
検
知
機
能
付

き
の
ガ
ス
警
報
器
の
設
置
比

率
が
高
ま
っ
て
い
る
。
効
果

を
ど
う
み
て
い
る
か
。

　

多
重
安
全
の
側
面
か
ら

も
、
複
合
型
警
報
器
の
比
率

向
上
は
大
変
意
義
の
あ
る
取

り
組
み
だ
と
考
え
て
い
る
。

近
年
の
住
宅
は
気
密
性
が
非

常
に
高
い
た
め
、
換
気
不
足

に
陥
る
と
Ｃ
Ｏ
中
毒
事
故
の

可
能
性
も
高
く
な
る
。ま
た
、

熱
や
煙
よ
り
も
Ｃ
Ｏ
が
早
く

発
生
し
て
被
害
が
拡
大
し
て

い
る
火
災
も
毎
年
一
定
の
割

合
で
発
生
し
て
い
る
と
聞
い

て
お
り
、
火
災
Ｃ
Ｏ
機
能
付

き
の
ガ
ス
警
報
器
は
早
期
に

火
災
を
検
知
し
て
、
死
者
を

減
ら
せ
る
可
能
性
も
あ
る
。

こ
れ
ら
は
工
業
会
の
行
動
方

針
に
よ
り
即
し
た
も
の
に
も

な
っ
て
お
り
、
大
変
に
意
義

深
い
。

―

海
外
へ
の
ガ
ス
警
報
器
普

及
の
取
り
組
み
は
。

　

ジ
ャ
パ
ン
品
質
を
世
界
に

輸
出
し
た
い
。
そ
の
た
め
に

経
済
産
業
省
、
総
務
省
消
防

庁
お
よ
び
関
係
団
体
な
ど
官

民
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

が
必
須
で
あ
る
。
特
に
東
南

ア
ジ
ア
や
中
国
で
は
一
般
家

庭
で
の
ガ
ス
機
器
使
用
が
進

む
と
と
も
に
ガ
ス
事
故
は
増

加
し
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
視
野
を
世
界
に
向
け
、

世
界
中
か
ら
ガ
ス
事
故
を
な

く
す
取
り
組
み
に
参
加
し
て

い
き
た
い
。

　

ガ
ス
警
報
器
は
「
付
け
て

い
て
当
た
り
前
」
の
文
化
を

構
築
す
る
目
標
を
掲
げ
て
お

り
、Ｇ
Ｋ
Ｋ
の
事
業
推
進
に

対
し
指
導
を
お
願
い
し
た

い
。

識
を
持
つ
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
引
き
続
き
消
費

者
に
起
因
す
る
ガ
ス
事
故
も

多
い
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で

は
ガ
ス
警
報
器
の
重
要
性
は

よ
り
高
ま
っ
て
い
く
と
考
え

て
い
る
。
新
規
ガ
ス
小
売
事

業
者
は
保
安
を
委
託
し
て
い

る
場
合
も
多
い
。
こ
の
た
め
、

消
費
者
保
安
が
何
よ
り
も
優

先
す
る
こ
と
に
つ
い
て
改
め

て
認
識
を
深
め
て
も
ら
う
よ

う
工
業
会
と
し
て
も
情
報
発

信
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
事
業
者
側
か
ら
見
て
工

業
会
で
役
に
立
て
る
周
知
・

広
報
の
方
向
性
を
知
ら
せ
て

い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た

い
。

　

―

Ｇ
Ｋ
Ｋ
の
２
０
２
０
年

設
置
の
意
義
を
さ
ら
に
周
知
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ガ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
新
聞
は

こ
の
ほ
ど
、
新
規
ガ
ス
小
売

事
業
者
１４
社
に
保
安
対
策
と

ガ
ス
警
報
器
の
取
り
扱
い
を

聞
く
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
。
関
西
電
力
、
九
州
電
力
、

中
部
電
力
ミ
ラ
イ
ズ
、Ｃ
Ｄ

エ
ナ
ジ
ー
ダ
イ
レ
ク
ト
、
び

わ
湖
ブ
ル
ー
エ
ナ
ジ
ー
、Ｊ

Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
６
社

か
ら
回
答
を
得
た
。

　

関
西
電
力
は
、「
関
電
ガ

ス
」
の
販
売
か
ら
保
安
、
機

器
の
修
理
・
買
い
替
え
ま
で
、

顧
客
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
関
電

ガ
ス
サ
ポ
ー
ト
を
中
心
に
保

安
活
動
を
展
開
。
ガ
ス
警
報

器
の
推
奨
は
、
提
携
店
の
関

電
ガ
ス
サ
ポ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ

が
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
機
会
を

通
じ
て
行
う
。

　

中
部
電
力
は
同
社
か
ら
分

社
化
し
た
販
売
事
業
会
社
の

中
部
電
力
ミ
ラ
イ
ズ
が
、
ガ

ス
保
安
業
務
を
実
施
。
ガ
ス

警
報
器
の
設
置
提
案
は
、
開

栓
時
調
査
や
定
期
保
安
調
査

な
ど
の
接
点
機
会
を
通
じ
て

行
う
。
警
報
器
の
有
効
期
限

管
理
を
行
い
、
有
効
期
限
の

満
期
を
迎
え
る
需
要
家
へ
取

り
換
え
を
提
案
し
て
い
る
。

　

九
州
電
力
は
、
ガ
ス
警
報

器
の
販
売
を
提
携
店
が
、
九

電
本
体
は
リ
ー
ス
を
扱
う
。

需
要
家
へ
案
内
チ
ラ
シ
や
ハ

ガ
キ
を
送
付
。
開
栓
作
業
時

や
消
費
機
器
調
査
時
に
ガ
ス

警
報
器
の
有
効
期
限
が
切
れ

て
い
れ
ば
、
九
電
へ
の
連
絡

を
促
す
と
と
も
に
設
置
を
推

奨
し
て
い
る
。

　

Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、「
需
要
家
の
保
安
を
万

全
と
す
る
た
め
、
２４
時
間
応

対
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い

る
」
と
し
て
い
る
。
ガ
ス
警

報
器
は
現
状
取
り
扱
っ
て
い

な
い
が
、
問
い
合
わ
せ
が
あ

れ
ば
市
販
品
の
情
報
を
提
供

し
、
購
入
を
勧
め
て
い
る
。

　

大
津
市
か
ら
都
市
ガ
ス
小

売
事
業
を
引
き
継
い
だ
び
わ

湖
ブ
ル
ー
エ
ナ
ジ
ー
の
ガ
ス

警
報
器
の
販
売
・
提
案
活
動

は
、
主
に
定
期
保
安
業
務
委

託
先
が
行
っ
て
い
る
。
同
事

業
者
が
１９
年
度
に
販
売
し
た

ガ
ス
警
報
器
は
８
５
９
台
、

２０
年
度
の
目
標
は
２
０
０
０

台
と
し
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｄ
エ
ナ
ジ
ー
ダ
イ
レ
ク

ト
は
、
自
社
と
保
安
業
務
の

委
託
事
業
者
で
ガ
ス
保
安
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
ガ
ス
警

報
器
は
リ
ー
ス
方
式
で
、
設

置
を
推
奨
し
て
い
る
。

新
規
ガ
ス
小
売
事
業
者
に
聞
く

ガ
ス
警
報
器
普
及
の
取
り
組
み

2020年（令和２年）5月 25日 掲載【 警報器特集 】
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【 都市ガス警報器調査 】

事業者名
ガ ス 警 報 器
取 付 台 数

前 年 度 比
の 増 減
（ポイント）

ＣＯ検 知
機 能 付
取 付 台 数

警報器全体
に 占 め る
比 率（％）

火 報・ＣＯ
機 能 付
取 付 台 数

業務用換気
警 報 器
取 付 台 数

警報器全体
に 占 め る
比 率（％）

普及率
（％）

業務用換気
警 報 器
普及率（％）

6

　ガスエネルギー新聞は、全国２００の既存都市ガス事業者を対象に、ガス警報器の取り付け台数や普及率などを聞くアンケートを２０２０
年２月に実施し、１７０事業者から回答を得た。回答事業者のガス警報器普及率の平均値は 36.２％、普及率が 70％以上の事業者は18
事業者だった。また、業務用換気警報器普及率の全事業者の平均値は53.7%、普及率が70%以上の事業者は77事業者だった。

※ガス警報器の普及率は、ガス警報器取り付け台数を調定件数で割った数値。ＣＯ検知機能付きと火報・ＣＯ
検知機能付きの台数は、ガス警報器全体の内数。業務用換気警報器の普及率は、取り付け台数を業務用厨房
機器等の設置対象需要家数で割った数値。

情に棹させば流される。智に働けば角が立つ。どこへ越して
も住みにくいと悟った時、詩が生れて、画が出来る。とかく
に人の世は住みにくい。意地を通せば窮屈だ。 



【 都市ガス警報器調査 】

業務用換気
警 報 器
普及率（％）

事業者名
ガ ス 警 報 器
取 付 台 数

前 年 度 比
の 増 減
（ポイント）

ＣＯ検 知
機 能 付
取 付 台 数

警報器全体
に 占 め る
比 率（％）

火 報・ＣＯ
機 能 付
取 付 台 数

業務用換気
警 報 器
取 付 台 数

警報器全体
に 占 め る
比 率（％）

普及率
（％）
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【 都市ガス警報器調査 】

業務用換気
警 報 器
普及率（％）

事業者名
ガ ス 警 報 器
取 付 台 数

前 年 度 比
の 増 減
（ポイント）

ＣＯ検 知
機 能 付
取 付 台 数

警報器全体
に 占 め る
比 率（％）

火 報・ＣＯ
機 能 付
取 付 台 数

業務用換気
警 報 器
取 付 台 数

警報器全体
に 占 め る
比 率（％）

普及率
（％）
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【 都市ガス警報器調査 】

業務用換気
警 報 器
普及率（％）

事業者名
ガ ス 警 報 器
取 付 台 数

前 年 度 比
の 増 減
（ポイント）

ＣＯ検 知
機 能 付
取 付 台 数

警報器全体
に 占 め る
比 率（％）

火 報・ＣＯ
機 能 付
取 付 台 数

業務用換気
警 報 器
取 付 台 数

警報器全体
に 占 め る
比 率（％）

普及率
（％）
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【 警報器普及の取り組み 】

東京ガス
　需要家の接点機会を活用し、警報器設置のお勧めをしてい
る。交換期限を迎える需要家には、ＤＭをはじめとしたご案
内をすることで普及率向上に努めている。
　特に屋内設置の温水機器を所有されている需要家を対象
に、ガス・ＣＯ警報器の設置による多重安全化を進めており、
期間を設定して警報器普及キャンペーン等を実施している。
　また、付加価値機能付警報器（熱中症乾燥・常夜灯付）を
採用し、積極的に提案することで、さらなる普及拡大を目指
している。

大阪ガス
　家庭用＝供給エリア内の警報器の普及率は約５０％で推
移。警報器のさらなる普及拡大に向け、ＤＭ送付など有効期
限を迎えた警報器の更新率向上や開栓時の新規取り付け促
進、定期保安巡回時のお勧めに注力している。
　業務用＝業務用ガス厨房機器の使用時におけるＣＯ中毒事
故を防止するため、業務機会等を通じて換気励行の安全周知
活動を強化するとともに、ＣＯ検知機能を有するガス警報器
のお勧めなどを行ってきた。
　しかし、換気励行周知を続けても、換気を忘れたりする需
要家は存在することから、業務用換気警報器（ＣＯセンサー）
の設置が有効と判断し、２００９年１月よりＣＯセンサー無
償貸与施策を展開し、現在も無償貸し出しを継続することで、
業務用厨房の保安・安全レベルの向上を図っている。

東邦ガス
　家庭用＝機器販売時・修理時などにおける警報器の設置提
案。有効期限を管理した上で、適切な更新提案。ガス展等の
イベントにおける警報器のＰＲ。
　業務用＝開栓後の新規設置巡回。更新期限を管理し、期限
３月前より更新巡回。

西部ガス
　開栓時や法定点検などの接点機会で新規設置の促進。有効
期限の２カ月前に事前案内のはがきを送付して、期限切れ取
り換えの提案。年に２回、検針時に警報器ＰＲチラシを配布。

京葉ガス
　販売促進キャンペーンを実施するほか、開栓、定期保安巡
回等の各種業務機会時にＰＲを行っている。また、開栓のウェ
ブ受付ページに警報器設置希望を尋ねる項目を設けて、開栓
と同時取り付け拡大を図っている。

北海道ガス
　各種業務機会（特に開栓作業時）に積極的な設置提案活動
を実施。自社リース制度を活用し、新規設置および入れ替え
を促進。

広島ガス
　有効期限が近づいた（期満）警報器については、需要家あ
てに期限が近づいている旨の周知はがきを送付して事前案内
するとともに、継続設置のご提案を行っている。未設置の需
要家には、修理訪問等の接点機会を活用し、設置提案を励行
している。他社警報器および期限切れの警報器を取り付けさ
れている需要家へ取り換え推進。

仙台市
　更新率向上に向けて有効期限満了前の事前電話連絡による
案内を行っている。また、開栓や定期ガス設備点検・メーター
交換・保安出動などの需要家宅を訪問する機会を活用してガ
ス警報器設置・期満交換のお勧めを行っており、特に開栓時
に設置されなかった需要家については、開栓２ヵ月後にＤＭ
によるフォロー案内を送付し普及率向上に努めている。

北陸ガス
　開栓機会を利用したガスショップによる提案および取り付
け勧誘。定期保安巡回の機会を利用した提案および取り付け
勧誘。検針時のＰＲチラシ配布。期満需要家に対する事前Ｄ
Ｍ送付等、確実な更新。快適ウォッチのＰＲを行い、都市ガ
ス警報器を設置していなかった需要家に対し付加価値をア
ピールすることで普及率向上を目指している。

静岡ガス
　快適環境おしらせ機能付き警報器を主力として、取付期限
到来時に不成約となっている需要家や開栓時に取り付けても
らえなかった需要家への直接訪問やテレアポなどを行ってい
る。

四国ガス
　あらゆる訪問機会（開栓、機器販売、故障修理、定期保安
検査、顧客巡回等）において、チラシを活用した声がけ運動
の徹底を行い警報器設置の重要性をＰＲしている。満期更新
においても同様に、重要性をＰＲした巡回強化および未更新
の需要家へのフォロー、追跡を行い更新率向上に取り組んで
いる。

東部ガス
　ＣＯ検知機能付きの警報器の普及促進を実施。新規設置を
目的に、接点業務機会でＣＯ検知機能の重要性を需要家に伝
え、設置提案を実施。満期交換時にガス警報器からＣＯ検知
機能付きへのグレードアップの徹底を実施。メーカーとの商
品知識、販売トークの勉強会の開催。

サーラエナジー
　家庭用の普及率については頭打ちを感じており、キャン
ペーン等の施策によって維持している状況。複合機能の訴求
により安全安心の高度化を推進していきたい。

武州ガス
　普及率の向上を第一の目標としている。需要家との最初の
接点となる開栓時をはじめ、機器販売や修理時などに設置を
お勧めしている。

山口合同ガス
　あらゆる業務機会を通じて、未設置や期限切れ更新の需要
家に、設置・取り換えの折衝を行っていく。
　また、新規設置や更新時には、複合型警報器の設置を勧め、
保安レベルの向上・普及率ＵＰに向けて取り組んでいる。

大多喜ガス
　あらゆる業務機会において、需要家に周知・提案を行い、
普及促進を図っている。

日本ガス
　各サービスショップにおいて、「新規取り付け」と「満期
取り換え」の２つのカテゴリにおいて目標数値を設定し、毎
月の営業活動並びに数値の見える化を行っている。２０１９
年度については獲得件数に対してのインセンティブ制度を設
け、営業活動への支援施策として実施した。
　警報器取り換えに関する社内の受付事務作業において、一
部でＲＰＡを導入することで業務効率化を模索している。
　今後、さらなる普及率向上を目指し、警報器取り換えに消
極的なユーザーへ対してのフォロー案内等を検討予定。

岡山ガス
　開栓時、法定点検時、修理等需要家訪問機会を利用した周
知・新規取り付け・取り換え促進を行っている。

東彩ガス
　開栓受付の際に、警報器取り付けＰＲを行っている。社内
表彰制度を設け、警報器の設置の向上を行っている。
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【 警報器普及の取り組み 】

釧路ガス
　定期保安巡回・開栓時など需要家との接点をとらまえて普
及を図る。警報器の期限満了時の継続更新を図る。漏えい出
動時に警報器未設置の需要家へ設置提案をする。食品衛生責
任者養成・実務講習会において、警報器の重要性をＰＲ。

旭川ガス
　開栓受付電話にて警報器設置提案の強化。開栓、定期保安
点検時、ガスメーター検満などの訪問機会に合わせて新規勧
誘・取り換え提案。火報（単機能）取り換えに合わせて、火報・
ＣＯ検知機能付きガス漏れ警報器の新規設置提案。
　集合住宅オーナーに対する設置提案。期限切れを迎える需
要家に対しＤＭと電話を活用し確実な取り換え案内を実施。
更新率の高いリース警報器を中心に提案。

滝川ガス
　開栓時に警報器設置のお願いをする。

美唄ガス
　対策方針＝今後業務用換気警報器の普及促進を進めていき
たいと考えている。
　対策状況＝ガス警報器については、期限管理を行い、計画
的に取り換えを実施している。

岩見沢ガス
　業務機会の活用で、主に新築物件への普及強化。

帯広ガス
　開栓時、機器修理時にＰＲ。リース品を単体型から複合型
へ切り替え。業務用需要家へモデルケースとして換気警報器
を設置。

苫小牧ガス
　ガス開栓時のリース継続・取り付け促進およびガス警報器
リース交換期限による巡回取り換えの推進、展示会等のイベ
ントにて集中ブース（体験等）の設置をしている。

室蘭ガス
　交換期限前にＤＭを郵送。交換期限を過ぎた需要家に対し
てもＤＭを郵送している。

長万部町
　定期的な広報掲載および法定点検時における普及促進。

青森ガス
　開栓時および定期保安調査等の需要家接点機会を通じ、更
新・新規取り付けをお願いしている。

五所川原ガス
　開栓・定期保安調査等の需要家と対面時に取り付けをお願
いしている。

弘前ガス
　チラシでの周知。

十和田ガス
　供給開始時点検や定保の機会に、既存警報器の有効期限を
確認し交換をお願いしている。また、新規需要家には機器接
続の時点で警報器設置をお願いしている。

八戸ガス
　安全周知チラシやパンフレットなどを利用したＰＲ実施や
需要家へのガス使用開始時、器具修理等の訪問等の業務機会
に未設置の需要家へＰＲを行っている。

黒石ガス
　ガス漏れ警報器は、有効期限管理のため原則としてリース
で提供している。また、ガスメーターとケーブルで連結する
連動遮断システムを需要家に勧めている。ただし、業務用換
気警報器の普及が課題となっている。

盛岡ガス
　開栓・定保等の業務機会の他、有効期限を迎える需要家に
お知らせはがきを送付している。

花巻ガス
　ガス漏れ単体式警報器のほか、複合型警報器や住宅用消火
器とのセットリースを用意する等、需要家の多様なニーズに
沿えるような商品を準備してガス漏れ警報器の普及を促進し
ている。

釜石ガス
　期限管理を徹底し、不在需要家への期限切れ放置警報器の
台数を少なくする。受付票に警報器期限切れの表記をし、あ
らゆる業務機会での交換を実行している。

東部液化石油
　消費機器調査および業務機会を通じ、警報器普及促進。

男鹿市
　定保時、ガス展等様々な業務機会にてＰＲ。

由利本荘市
　あらゆる業務機会を通じて普及の促進につとめている。

酒田天然ガス
　警報器を設置していると機器購入時に特別割引が適用にな
る。社員個人の年間販売台数に対しての表彰制度を導入して
普及推進している。

鶴岡ガス
　営業日以外の土日・祝日に巡回日を設け、リース契約更新
等で対応。

寒河江ガス
　定期保安調査時説明、促進しているが、必要としない需要
家が多い。

山形ガス
　期限切れ前にＤＭを発送し、取り換えを行い普及率維持に
努めている。また、開栓・定期保安調査・需要家訪問時など、
あらゆる場面で新規獲得および交換促進を図っている。業務
用警報器は、自社で行っているガス機器メンテナンス訪問を
中心に取り付けを推進している。先方品の警報器が期限切れ
になっている集合住宅が多いため、建物オーナーや管理会社
に交換促進を進めている。

庄内中部ガス
　①ガス展時にデモ機による実演。②開栓時に警報器設置の
お願い。③ガス機器設置時、器具修理時等でのプラスワン営
業。④消費機器調査終了後に警報器の説明と設置のお願い。

庄内町
　開栓時や消費機器調査時等、需要家と接する機会で警報器
の紹介を行っている。

気仙沼市
　需要家訪問時等に周知。
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【 警報器普及の取り組み 】

古川ガス
　ガスを安全に使用してもらうために、ガス使用開始時（開
栓時）および定期保安調査時などの業務機会に取り付けを勧
めている。日本ガス協会で斡旋しているガスと暮らしの安心
運動ＰＲチラシを配布し周知を行っている。

石巻ガス
　石巻地区の消防本部と地域の防災および火災予防につい
て、協力体制をとる協議を進めている。

塩釜ガス
　開栓時および定期保安調査の際に設置のお願いをしてい
る。

福島ガス
　ガス開栓時および検針時にチラシや広報誌等でＰＲを行っ
ている。警報器更新の需要家には１～２カ月前に更新案内を
送り、更新していただけるように周知を図っている。
　業務用警報器については２０２０年から対象需要家に設置
する作業員を増員して普及率の向上を図って行く計画であ
る。

若松ガス
　期限切れが近づいている需要家へはがきを郵送し、開栓時
や定期保安調査、その他の業務機会に、さらなる安全確保を
ＰＲし設置をお願いしている。

東北ガス
　点検、機器修理および販売時の業務機会を捉え、警報器の
必要性を需要家にご理解いただき、普及促進に努める。

常磐共同ガス
　キャンペーンを年１回実施。普及のため啓蒙している。

新発田ガス
　警報器が効期切れとなる需要家に対し、入替の勧めを継続
して行っている（委託業務含む）。
　業務用厨房の需要家に対し、訪問機会を利用して換気警報
器をＰＲ。無償設置対応もしている（入れ替え含む）。
　一人暮らし高齢者の需要家へ複合型警報器をお勧めし、無
償設置対応もしている。複合型警報器の火災警報器能をＰＲ。
火災警報器の販売も弊社で行っていることをＰＲしている。
　検針チラシ、折込チラシ等に警報器の紹介記事を掲載。
ショールーム、ガス展で警報器を展示している。業務用厨房
で警報器未設置の需要家を抽出し、優先順位を設け巡回訪問
を計画している。警報器の設置による火災事故防止の観点か
ら、地域消防機関との相互協力体制を検討している。

越後天然ガス
　火災警報器については消防局と連携協定を結び、定保など
の業務接点時に啓発活動に取り組んでいる。

蒲原ガス
　付帯契約型選択約款「都市ガス警報器リース新規契約割引」
を新設。開栓時、定期保安検査時、機器修理時の機会でＰＲ
強化。警報器期満交換訪問での継続営業強化。
　新築、リフォーム等のガス工事見積時での警報器チラシ等
によるＰＲ。年４回発行のＰＲチラシ「タン君通信」への掲載。
ガス展において実機によるＰＲ。

見附市
　ガス保安定期点検訪問の機会に設置を勧めて、普及率の向
上に努めている。

小千谷市
　新築やガス設備更新、開栓時に警報器設置のお願いを実施。
警報器設置、期限切れ警報器の更新など、需要家へ周知はし
ているが進んでいないのが現状である。業務用警報器の普及
に苦慮している。

魚沼市
　ガス水道フェア（年１回開催）での展示・紹介。市役所の
各庁舎にポスター掲示。開栓時に設置のお願い・リース申込
書の配布。期限切れ警報器設置施設の再開栓時交換依頼。定
期保安点検時に未設置需要家にチラシ配布。

上越市
　定期保安調査時に周知するほか、局ホームページへの掲載
とガス展での普及ＰＲ。設置需要家には交換期限前にＤＭや
電話にて更新のお知らせを行い、設置の継続を促進。供給ガ
ス熱量引上げ時に、業務用厨房機器特定４種（揚物器、食洗機、
ゆで麺機、パンオーブン）を使用している需要家に対し業務
用換気警報器の無償設置を行った。

妙高市
　警報器については、業務用換気警報器は普及率１００％だ
が、一般についての取り付け状況は把握していない。

糸魚川市
　内管検査・消費機器調査時や定期周知時にパンフレットを
配布して、ガス警報器の普及促進を図る。

白根ガス
　自社および委託業務機会を通じ、設置促進のため需要家へ
説明を行っている。ガス展や地域の防災訓練においてＰＲ活
動を行っている。２０１９年度から「ガス漏れ・ＣＯ検知」
に加え、温度と湿度を監視する「快適ウォッチ」を採用した。

栄ガス消費生活協同組合
　定保時、開栓時等業務機会を利用し普及促進につとめてい
る。

佐渡ガス
　新設時は必ず取り付ける。未取り付けの場合は需要家との
接点機会を通じて取り付け促進をする。ＣＯ対策として業務
用換気警報器の設置を推進していく。

栃木ガス
　警報器の設置している需要家へＤＭで有効期限を知らせ
て、継続設置してもらえるよう、勧めている。また日常業務で、
複合型警報器をリースで提案を行っている。

北日本ガス
　入居開栓時に需要家へ警報器設置の重要性を周知し、警報
器設置の促進を図っている。ＣＯ検知器機能火報付きの複合
型を提案することで、ガス漏れ以外の安全も担保できる点を
アピールし、設置促進につなげている。
　業務用換気警報器の普及においても定期保安調査時などに
ＣＯ事故の実例を取り上げ、業務用換気警報器の設置の重要
性の啓発を進め、設置促進を図っている。

足利ガス
　新築物件＝設計段階で全件提案見積りを実施。既設物件＝
開栓時および定期保安点検時に警報器の設置を提案。警報器
の効期が切れる需要家に対して取り換え案内のＤＭを送付。
官公庁物件＝管理者へ警報器の設置・取り換えを提案。警報
器リースの実施。
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【 警報器普及の取り組み 】

佐野ガス
　９月から１１月までの３カ月間「ガスと暮らしの安心」運
動期間中にセーフティーキャンペーン割引販売を行って警報
器の普及を行っている。

渋川ガス
　期限満了警報器については期限前に継続設置提案（電話・
訪問）により、普及率を維持。未設置需要家に対しては定期
保安巡回、修理訪問、機器販売の機会を利用し、リースまた
は割引販売を提案し、普及率向上に努めている。

桐生ガス
　一般家庭用＝定期保安巡回や機器修理等あらゆる機会にお
いて、警報器の必要性を説明し普及率向上を目指すほか特別
キャンペーンを企画し、全社を挙げて普及促進を図っている。
　業務用＝ＣＯ警報器の更新時期を迎えているため、対象需
要家について順次取り換えを行っている。また、新規需要家
についても取り付けを行っている。

館林ガス
　ガス展および各種イベント出店時にＰＲ。業務の機会にＰ
Ｒしている。機器販売時にセット販売している。

伊勢崎ガス
　開栓時および接点業務時の販売促進。期限切れの警報器所
有の需要家へＤＭを送付。新規取り付けおよび交換台数の目
標を設定し、販売促進。

太田都市ガス
　需要家宅訪問機会にガス警報器の必要性等説明普及に努め
ている。

本庄ガス
　新設開栓時に営業している。警報器を取り付けている需要
家に５年の満期を迎える１カ月前に連絡し継続してもらって
いる。

坂戸ガス
　ガス漏れ警報器に関しては、新規取り付けキャンペーンを
行い、普及対策をしている。業務用換気警報器に関しては、
無償で設置しており、新規の業務用需要家には工事担当者と
連携し、ガスの使用開始時に設置し普及促進を図っている。

入間ガス
　業務機会（開栓、定期保安検査、安心サポート巡回）を通
じてガス警報器を案内し、取り付けを推進する。

鷲宮ガス
　業務機会時、定期保安巡回時に新規取り付け、取り換えの
案内。ガス漏れ単機能警報器から複合型警報器への取り換え
を案内。期限切れの需要家へＤＭ送付。

日高都市ガス
　業務機会時に需要家へＰＲ。

武蔵野ガス
　業務機会時にチラシを配布。

西武ガス
　リースを実施。

松栄ガス
　接点業務での必要性の周知。

大東ガス
　マンション管理会社との業務提携（新規顧客獲得のため）。
定期保安検査、一般開栓、ガス機器販売時の訪問機会に設置
を勧める。

伊奈都市ガス
　リース販売による普及の促進、多機能型警報器の利用促進。

堀川産業
　定保時に必ず案内を行い、設置を促す。新築物件への警報
器設置促進。

フジオックス
　安全装置付きガス機器への買い換えの促進で対応。

角栄ガス
　開栓時に積極的に取り付けている。

野田ガス
　チラシを作成し開栓時・定期保安巡回時にＰＲ。特別割引
にて販売。年間の販売目標台数を設定し普及活動している。

銚子ガス
　各種業務機会を捉え、警報器の有効性をＰＲし、普及に努
めている。

東金市
　市広報にて普及の周知をしている。

大網白里市
　需要家設備点検、イベント、需要家宅訪問等の時にガス設
備によりガス警報器の設置を勧めている。

白子町
　需要家にパンフレット等を配布して周知している。公共施
設等に警報器普及促進ポスターを掲示している。

習志野市
　消費機器調査等でチラシ配布を実施している。今後も関連
会社と協力し、普及促進に努める。

東日本ガス
　コールセンターにおいて全ての開栓申込に対して警報器設
置の説明を実施しており、開栓を行う社員に対して需要家情
報を伝達し設置促進を図っている。また、開栓申込時におい
て申し込みを受け付けた担当者毎の案内事例の情報共有を
行っている。顧客の接点業務機会時および定期保安巡回時に
設置の案内を勧めている。ガス展および防災訓練、地域防災
フェスタなどにおいて設置の推進を実施している。

京和ガス
　警報器の有効期限が満了となる需要家へ、警報器交換提案
ＤＭ・パンフレット郵送。各イベント開催時、警報器提案販売・
リースパンフレット配布。

ニチガス
　開栓や調査時などの業務機会に提案を行っている。警報器
をレンタルしている需要家の満期交換対応を積極的に行って
いる。

昭島ガス
　ガス展・地域イベント等で警報器のＰＲ活動を実施して、
警報器の普及促進に努めている。開栓時・定保時にもパンフ
レットを活用し、普及促進に努めている。集合住宅等には、
有効期限切れ前に管理会社・管理組合へ更新交換のお知らせ
を送付して交換折衝を行っている。
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【 警報器普及の取り組み 】

青梅ガス
　開栓、定期保安調査、器具修理時に期限切れ等あれば周知、
交換を推奨。集合住宅ごとにファイルを作成し更新を実施。
ドアホンとの連動記録なども分かるようにしスムーズに交換
作業が行われるよう努めている。「ガスと暮らしの安心」運
動では、特に業務用厨房へのＣＯ警報器取り付けに力を注ぎ、
ほぼ全件に設置完了している。集合住宅一斉設置の物件また
改修工事の予定がある物件については管理会社への折衝およ
び協力を仰いで普及率と更新率の向上に努めている。

武陽ガス
　開栓時や業務接点時に需要家へ提案している。交換期限切
れ前に、はがきと電話にて取り換えを勧めている。ガス漏れ
の早期発見が非常に重要なので、マイコンメーターと警報器
の両方の設置によりさらに安全性を向上させることを目指し
ている。

長野都市ガス
　リース満了物件に対し、更新政策として自社でＤＭと架電
による取り換え促進を実施（約７割弱の更新率）。警報器チ
ラシの改定実施（需要家目線の事例を用いて警報器の必要性
をＰＲ）。需要家との接点機会（主に定期保安点検・開栓など）
に、チラシを活用して提案実施。

大町ガス
　期限切れの需要家宅を訪問し、継続取り付けをお願いして
いる。新規需要家へは取り付けをお願いしている。

上田ガス
　定期保安巡回等機会を捉え周知、営業を進めているほか、
ガス展等イベント時での展示ＰＲも行っている。

松本ガス
　開栓業務の機会において自社作成のカタログを需要家に配
布している。また、警報器の有効期限を迎える需要家にはＤ
Ｍ送付により取り換えをお願いしている。

諏訪ガス
　定保等で需要家宅訪問時に未取り付け需要家には警報器の
必要性を説明しチラシを渡す。業務用需要家に対しては定保
時に食洗機・オーブン・フライヤー等を使用されている需要
家に対し、換気センサー取り付け・換気の必要性などのチラ
シを年に１回配布している。

信州ガス
　各種の業務機会において必要性をＰＲしている。

厚木ガス
　①ガスの使用開始時に業務用厨房を所有する需要家に対
し、換気警報器の設置を促進している。また、自社基準にも
とづき、特に安全対策強化が必要な業務用の需要家について
は、１年に１回の頻度で行う個別訪問巡回の機会に業務用換
気警報器の設置を強化している。
　②ガスの使用開始時と４年に１回以上の頻度で行う消費機
器調査時に全ての需要家に対し、ガス警報器設置を勧めてい
る。また、設置済みの需要家には期限満了前に新しい警報器
への取り換え案内を郵送し、継続設置を勧めている。

秦野ガス
　開栓・定期保安巡回の接客時にガス警報器のチラシを基に
設置の重要性を説明し、取り付け促進を図る。

小田原ガス
　接点業務時の周知徹底。接点業務担当者への定期的教育の
実施。

湯河原ガス
　開栓、定期保安巡回の際、警報器の必要性を説明し新規取
り付け、取り換えをお願いしている。集合住宅の更新につい
ては、管理組合と折衝し一括取り換えなどを提案している。

吉田ガス
　普及率８０％が目標。期限取り換えを確実に実施し、保安
巡回・修理訪問等の接点業務時に警報器ＰＲを行い、新設取
り付けを推進する。

東京ガス山梨
　業務接点時に期限切れ警報器を確認した場合は取り換えの
説明をしている。警報器未設置需要家に対して警報器設置の
チラシを用いてＰＲしている。期限切れ警報器は１カ月前に
ＤＭにて取り換えを依頼している。

熱海ガス
　需要家宅へ訪問した際は、必ずガス警報器の必要性を周知
し、設置のお願いを徹底する。ガス展では、火災報知器やガ
ス漏れ警報器の必要性の周知と設置状況に関するアンケート
調査を行い、普及促進を図っている。

伊東ガス
　複合型のリースによる設置をお勧めしている。

下田ガス
　開栓時や保安巡回等に取り付けを勧めている。

御殿場ガス
　開栓時、警報器取り付け１００％を目指す。期限切れ管理
の徹底。他業務においても必須セールス項目とする。

島田ガス
　年２％アップを年計画とし，未取り付け既存顧客への巡回
提案および新設物件全戸への取り付け提案を実施。

中遠ガス
　無料点検、訪問修理等、接点業務時の声掛けおよびガス展
等イベントでのＰＲ。
　
袋井ガス
　未設置物件において開栓時等あらゆる機会を通じて設置提
案を実施。その他設備とのセットリースを設定し様々な割引
制度を導入する等対策を展開している。

東海ガス
　開栓時の警報器新規取り付けおよび定期保安調査時に未設
置の需要家には設置を、期限切れの需要家には取り換えの交
渉を併せて行っている。業務用は取り付けしてある業務用換
気警報器の設置状況を定期的に確認している。

犬山ガス
　開栓時や定期保安点検等を活用し、ガス警報器の普及に努
めている。

津島ガス
　交換期限切れの１カ月前にＤＭ送付にて周知した後、対象
者全件にフォローの電話をして更新を促している。社内基幹
システムの帳票に交換期限切れ年月を出力させて、どの業務
機会においても社員およびサービスショップに更新周知の意
識付けをしている。
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【 警報器普及の取り組み 】

上野都市ガス
　新規物件は必ずガス警報器設置を提案している。交換期限
の前月に更新を促すＤＭを送付しその後更新依頼電話や訪問
で更新促進をしている。
　集合物件はオーナーや管理会社へ更新依頼をし、特に集合
物件での警報器の重要性を説明している。警報器取り換え取
り付け強化月間（７月、８月）を設け、社員全員で取り換え
取り付けを意識し普及率向上に努めている。

名張近鉄ガス
　火災警報器とのセット割引販売。開栓受付時にガス警報器
のＰＲ。定期保安調査時やガス機器メンテ訪問時などの業務
機会に警報器チラシ配布によるＰＲ。集合住宅オーナーへ更
新ＰＲ。

甲賀協同ガス
　ガス漏れ警報器の無償貸与による普及促進。

大垣ガス
　更新時の需要家に対しては取り換え案内のはがきを送り、
更新してもらえるようお願いしている。また、開閉栓時や定
期保安調査の訪問時に未取り付けの需要家に対して、設置を
案内している。

日本海ガス
　担当者別の設置台数を公表し、コンテスト形式で台数を競
うことで提案意識の向上を図る。接点機会での提案を徹底す
る。機器販売とのパック企画や付加機能付警報器により提案
の幅を拡大する。

高岡ガス
　普及促進のため、快適ウォッチ等付加価値のある機種を取
りそろえ、需要家のニーズに合わせた提案を行っている。

金沢市
　定期保安点検時に全ての需要家に対し警報器の取り付けの
お願いとチラシ配布を実施。庁舎内において、来訪者が目に
とまる場所へ警報器普及ポスターを掲示している。イベント
などで警報器の展示を実施。

小松ガス
　リース、買い上げを問わず更新時期が近い需要家には地区
担当者による取り換え訪問を実施している。また定期保安調
査やサービス業務等で訪問する際、リース契約で更新時期が
近い場合は前倒しで更新している。全社的に警報器取り付け
率向上に取り組んでおり、警報器新規取り付け率が高い開栓
時の取り付けを促進している。

福井市
　ガス展で展示販売。広報誌、リーフレット等による機器の
ＰＲ。

越前エネライン
　小口需要家：警報器については現在販売（一括）のみである。
普及率改善のためリースを検討している。集合住宅等は、各
オーナー・管理者（市役所）への説明を実施している。
　業務用＝定期的な説明は行っているが、費用負担により取
り換えが進んでいない。需要家件数も限られているため、安
価もしくは無償で取り換えを検討中。

敦賀ガス
　展示会や需要家へ訪問する機会を利用して、警報器の利便
性や必要性を説明して普及につなげている。

丹後ガス
　保安点検時に提案。

福知山都市ガス
　２０１８年までは、自社グループで推進している２４時間
保安監視システムと警報器のセット提案を行ってきたものの
その普及率に伸び悩んでいた。このため、２０１９年からは
警報器での単体設置にも対応するようになり、公営住宅や団
地等ではあるが、わずかずつ普及率が上昇してきている。

長田野ガスセンター
　業務用換気警報器は対象顧客に無償で取り付けている（対
象顧客は業務用機器を設置している部屋）。年に１回以上作
動点検を実施している。定期保安調査時、イベント時に設置
を勧めている。警報器リースによる設置を勧めている。

大津市
　警報器普及ポスターを市役所庁舎内関係機関に掲示してい
る。

大和ガス
　定保調査時、機器の修理時等訪問時の声掛けの徹底とリー
ス契約の強化中。取り換えについては、集合物件の家主、管
理会社への直接交渉にて更新率アップを目指している複合型
を中心に販売。

五条ガス
　火報・ＣＯ検知機能付のリースを中心に普及促進を実施。

新宮ガス
　開栓業務等の需要家接点機会を活用して警報器の新規設置
を勧めている。警報器の交換期限を迎える需要家にはＤＭ、
訪問等で案内し、普及率の向上に努めている。

大武
　全ての訪問および業務の機会に、未取り付け物件には設置
を案内し、単機能設置物件には複合型を勧めている。リース
で設置できることを伝えることで、未取り付け物件への設置
件数が増えている。

河内長野ガス
　全社取り組みによる各部業務機会を通じた勧誘活動を実施
している。コールセンター開栓受付時および現場訪問時の勧
誘。定期保安巡回等、業務機会時の新規および期限切れ発見
時に更新をお願いしている。月次未更新宅への電話アポの徹
底。集合物件への更新時期を見据えた事前アプローチ。本支
管入れ替え時の未取り付け宅への勧誘活動。

豊岡エネルギー
　開栓、定保時等の業務機会に警報器の設置をお勧めしてい
る。更新率アップ対策として、面対のうえ更新説明を行って
いる。

篠山都市ガス
　自動通信装置を導入し、遮断時の安全確保を行う。警報器
とガスメーターの連動。リース設置の導入。定期保安巡回時
に推進。行政の企業展にデモ機を設置。

伊丹産業
　電話回線を利用した警報遮断連動型の警報器の取り付け促
進を行っているが、費用負担等の理由から設置件数が伸びて
いない。ＬＰ部門での実績、安全性をアピールし、取り付け
普及を実施。新規物件については積極的にＰＲを行っている。
業務用換気警報器は設置対象の需要家に対して、５年間無償
貸与。警報器の点検を無料で実施し、交換期限が近付くとこ
ちらから案内を実施。
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【 警報器普及の取り組み 】

津山ガス
　開栓、定期保安調査時などあらゆる業務機会を通じて新規
取り付けのお願い、期限切れの更新のお願いを実施している。
期間を限定して新規取り付けキャンペーンを実施し、訪問時
に警報器を案内している。

水島ガス
　ガス開栓受付時や定期保安調査機会を活用した設置提案の
徹底を図り、引き続き普及率向上の取り組みを進めていく。
警報器更新時に快適ウォッチや常夜灯付き警報器の提案な
ど、付加価値のある警報器の提案を行っていく。

福山ガス
　開栓時に警報器の取り付けをお願いしている。

因の島ガス
　開栓時やその他業務（修理等）機会に設置を勧めている。

米子ガス
　業務機会にプラス１で提案している。

松江市
　開栓時や保安調査、ガス展やミニ展示会等の接点業務時に
需要家へ周知や取り付け提案を行っている。

出雲ガス
　専任者はいないが、兼務にて確実な更新、また新規物件の
１００％設置に取り組んでいる。

浜田ガス
　ガス使用の申し込み時に新規取り付けの促進。ガス展示会
等のイベントでの販売促進。

久留米ガス
　ガス警報器の必要性に留意したチラシを作成し、需要家接
点時に手渡し、周知活動を実施する。久留米ガス以外の業者
が建築時に付けた警報器情報の取得に取り組み、普及率向上
を目指す。

大牟田ガス
　新築物件＝設計段階より警報器設置の案内を行い、設置率
８０％以上を目指す。取り換え＝期限満期２～３カ月前から
事前連絡を行い、取り換え率の向上と普及率の向上を目指す。

筑紫ガス
　専用チラシを作成し、開栓、定期保安調査等の業務機会を
利用した取り付け取り換え提案（リースでの設置提案）。有
効期限が切れる前に個別巡回を実施し、取り換えを促進。分
譲マンションには、期限切れの他社製品も含め、購入しやす
い価格設定を行い管理会社に一括取り換えの提案を行ってい
る。集合住宅など、建築設計時に取り付けベースを設置いた
だくよう提案している。換気警報器対象の需要家には、購入
しやすい価格設定を行っている。

高松ガス
　警報器については以前の販売から需要家の負担を減らすべ
く、リースを導入し実施中。

唐津ガス
　定期保安調査時に取り付け説明。

佐賀ガス
　普及率向上のため、年１回全需要家へＰＲチラシを配布し
ている。リース制度活用で設置を促しながら、既設置先へ期
限切れ１カ月前にＤＭを送付、連絡し取り換え継続を促進し
ている。

伊万里ガス
　新築新規には取り付けを勧め普及している。しかし、満期
取り換えの方が需要家とのアポイントがとれず交換が進んで
いない現状で、普及率を下げている。対策としては、ＤＭに
より再度取り換え案内をする。

鳥栖ガス
　開栓時に需要家に案内（アパート等）、保安検査時に需要
家に案内、分譲マンションは管理会社に共同購入を提案。居
住中の家屋には保安検査時に案内チラシを配布し、閉栓中で
入居予定（開栓まち）は案内チラシを投函（未設置の場合）。

エコア
　開栓時、定期調査時に取り付けの交渉をしている。

宮崎ガス
　ガス展、防災展等のイベントでの呼びかけや、開栓、定期
保安調査等での業務機会を通じて普及に取り組んでいる。

南日本ガス
　開栓・定期保安調査時を活用した取り付け折衝による設置
率の向上と的確な期限管理による取り換えの実施。業務用換
気警報器の設置率１００％（現在９５％）を早期に完了させ
る。

加治木ガス
　開栓時の新規取り付けを徹底している。期限切れを迎える
需要家への取り換え促進。

国分隼人ガス
　満期取り換え周知はがきの投函。火報・ＣＯ型警報器を勧
めている。

出水ガス
　はがきの送付、電話連絡を行っている。

沖縄ガス
　開栓時における警報器の設置推進活動の実施を行ってい
る。
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